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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業

大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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日本産業規格（案）       JIS 
 C 5967-2-2：0000 
 (IEC 63267-2-2：2024) 

光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－ 

曲げ損失低減形マルチモード光ファイバコネクタ光

学互換標準－ 
第 2-2 部：50 µm コア PC 端面光ファイバの接続パ

ラメータ－ 
基準接続用直角及び斜め 

Fiber optic interconnecting devices and passive components― 
Connector optical interfaces for enhanced macro bend multimode fibers― 

Part 2-2: Connection parameters of physically contacting 50 μm core 
diameter fibers― 

Non-angled and angled for reference connector applications 
 

序文 

この規格は，2024 年に第 1 版として発行された IEC 63267-2-2 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，現地又は工場内の挿入損失測定に使用することを目的とした，直角及び斜め研磨マルチモ

ード基準コネクタの光ファイバ間相互接続に関する具体的な要求事項を満たすために，必要な基準接続の

寸法限度を規定する。 

基準接続の幾つかの等級が，この規格で定義されている。マルチモード基準接続は，850 nm 帯域だけに

おいて JIS C 6832 で規定された SGI-50/125-A1b から SGI-50/125-A4b までに限定された光ファイバによっ

て終端される。指定された基準接続部の形状寸法及び許容範囲は，主に二つの基準コネクタの複数セット

間で測定された挿入損失の変動を抑えるために決められている。つまり，現地又は工場内で，ランダムに

選択された基準コネクタ間のかん合で測定された挿入損失の変動を抑えるために決められている。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
IEC 63267-2-2:2024，Fibre optic interconnecting devices and passive components－Connector optical 

interfaces for enhanced macro bend multimode fibres－Part 2-2: Connection parameters of physically 
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contacting 50 μm core diameter fibres－Non-angled and angled for reference connector applications
（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こと

を示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 61300-3-4 光ファイバ接続デバイス及び光受動部品－基本試験及び測定手順－第 3-4 部：検査及

び測定－損失 

注記 対応国際規格では，IEC 61300-3-4， Fibre optic interconnecting devices and passive components
－Basic test and measurement procedures－Part 3-4: Examinations and measurements－Attenuation
を記載している。 

JIS C 6832 石英系マルチモード光ファイバ素線 

注記 1  対応国際規格では，IEC 60793-2-10，Optical fibres－Part 2-10: Product specifications－Sectional 
specification for category A1 multimode fibres を記載している。 

注記 2 現行の JIS C 6832 は，IEC 60793-2-10:2017 が基礎となっている。 
IEC 61300-3-35，Fibre optic interconnecting devices and passive components－Basic test and measurement 

procedures－Part 3-35: Examinations and measurements－Visual inspection of fibre optic connectors and 
fibre-stub transceivers 

3 用語及び定義 

この規格には，定義する用語はない。 

注記 JIS C 5962 の箇条 3（用語及び定義）を参照。 

ISO 及び IEC では，標準化で用いる用語集のデータベースを次のアドレスで管理している。 

－ IEC Electropedia: http://www.electropedia.org/

－ ISO Online browsing platform:https://www.iso.org/obp 

4 性能等級 

この規格は，現在，幾つかの性能等級を規定している。 

この規格で詳細に説明されている直角 PC（Physical Contact）及び斜め PC 研磨ファイバ間基準接続の性

能等級を表 1 に示す。挿入損失の測定は，JIS C 61300-3-4（挿入法 B）による。 

等級 Bm コネクタに接続された基準コネクタの挿入損失試験限界を，附属書 B に示す。 
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表 1－850 nm でのマルチモード基準接続用挿入損失等級 
単位 dB 

基準接続用挿入損失等級  挿入損失   
Rm1 0.1 以下  

Rm12 0.15 以下  

Rm16 0.15 以下  

Rm16A 0.15 以下  

Rm24 0.15 以下  

Rm32 0.15 以下  

注記 1 等級の記号の文字 m は，マルチモードを示す。数字は，基準接続用コネ

クタの光ファイバの数を示す。文字 A は，斜め PC 接続を示す。 
注記 2 各等級は，以下のフェルールに適用される。 

Rm1：1.25 mm 及び 2.5 mm 単心円筒形直角 PC 端面フェルール  

Rm12：12 心角形直角 PC 端面フェルール  

Rm16：16 心角形直角 PC 端面フェルール  

Rm16A：16 心角形斜め PC 端面フェルール  

Rm24：12 心角形直角 PC 端面フェルール  

Rm32：32 心角形直角 PC 端面フェルール  
注記 3 附属書 A に記載しているように，IEC 63267 規格群の光インタフェース

規格に適合した任意のコネクタと IEC 基準コネクタの母集団との間の

挿入損失測定の測定不確かさへの影響は，全ての性能等級で±0.071 dB
である。 

5 説明 

光基準接続は，ファイバコアの軸ずれ及び角度ずれに影響する寸法公差を小さくして製造された接続で

ある。これらの接続は，主に現地及び工場内での挿入損失測定用として使用され，測定のセットアップの

一部とみなさなければならない。その目的は，測定不確かさを大幅に低減することである。基準接続によ

る挿入損失不確かさを，附属書 A に示す。 

マルチモード光接続の性能は，2 本のかん合されたファイバの光学的基準点の位置合わせ精度によって

決まるだけでなく，主にファイバパラメータの不一致によって決まる。光ファイバ間相互接続固有の挿入

損失に影響するパラメータは，次のとおりである。 

－ コア径不一致 

－ 開口数不一致 

6 性能等級へ適合するための基準 

図 1 及び表 2 は，表 1 の性能等級を満たすための基準を示す。基準を定義するために選択されるパラメ

ータは，性能に影響を与える重要度に基づく。 

全ての Rmマルチモード基準接続は，JIS C 6832 で規定しているように， SGI-50/125-A1b から SGI-50/125-
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A4b までの中で選択されたマルチモード光ファイバで終端されなければならない。コア径は 50 μm±0.5 
μm，開口数は 0.200±0.002 である。基準コネクタを使用して挿入損失測定の変動を抑えるには，この選択

が必要である。 

 

 

 

 

 

 

図 1－終端後のファイバコアの位置に関する形状要求事項 

 
表 2－等級 Rm 基準接続の軸ずれ量 

単位 μm 

 Fa） 

基準接続用挿入損失等級 最小値 最大値 

Rm1 

0 1.0 

Rm12 

Rm16 

Rm16A 

Rm24 

Rm32 

注記 角形フェルールの Rm 等級の軸ずれ量は，フェルール上の光ファイバの真

の位置，並びにガイドピン及びガイド穴のフィッティングからの相対的な

フェルール位置の両方から構成される。 
注 a) パラメータ F は，光学的基準点に対する基準コネクタのコア位置を定義し

ている（図 1）。さらに，パラメータ F は，二つの接続された基準コネクタ

のファイバコア間の光ファイバ軸ずれ量の最大値も表している。 

7 挿入損失測定不確かさへの影響 

指定された光ファイバ形状及び箇条 6 による寸法許容範囲を使用することによって，±0.071 dB の不確

かさをもつ指定された基準接続を使用して，ランダムに変化する基準接続及び JIS C 61300-1 で規定され

たエンサークルドフラックスの励振条件を満たす測定を実現することが可能である（附属書 A 参照）。 

8 目視検査 

全ての基準等級のファイバ端面は，IEC 61300-3-35 によって検査を行い，表 3 に規定する要求事項を満

たさなければならない。マルチモードファイバの領域サイズは，65 μm に設定されている。これは，評価
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プロセスを簡素化するために実施する。 
 

表 3－マルチモード直角 PC 及び斜め PC 研磨接続の外観要求事項 

ゾーン 

(直径) 

ディフェクト 

(直径) 

スクラッチ 

(幅) 

A:コア  
65 µm 

無制限（2 μm 未満）  
最大四つ（2 μm 以上かつ 5 μm

以下）  
なし（5 μm 超）  

無制限（3 μm 未満）  
最大四つ（3 μm 以上かつ 4 μm

以下） 

なし（4 μm 超）  

B:クラッド  
65 μm～110 μm 

無制限（25 μm 以下）  
なし（25 μm 超） 

無制限 
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附属書 A 
(参考) 

マルチモード挿入損失測定不確かさへの影響 

A.1 一般事項 

円筒形フェルールに基づくマルチモード接続機器（又はコネクタ）の挿入損失は，基準アダプタ内の Rm1

基準コネクタに対して測定される。また，角形フェルールをベースとした場合は，ガイドピン有り及び無

しの組合せの Rm12～Rm32 基準コネクタに対して測定される。基準接続部品は，この規格で許容される範囲

内で変化するため，その変動性は，セットアップの挿入損失測定不確かさへの影響として考慮する必要が

ある。 

A.2 ばらつきの原因 

A.2.1 測定の状態及びセットアップ 

測定の状態及びセットアップのばらつきは，パワーメータの校正，ディスプレイの最大解像度，直線性，

コネクタ／検出器の結合の再現性，電源の安定性及び励振条件因子によって発生する。IEC TR 62627-04 で

は，シングルモード光ファイバにおけるこの不確かさを決定する方法について，より詳細に記載しており，

マルチモード接続にも応用可能である。 

A.2.2 形状の不一致 

ばらつきを引き起こす別の因子として，基準コネクタと供試品コネクタ間の，コア径，開口数，軸ずれ

などの光ファイバ形状パラメータの不一致がある。計算には，供試品光ファイバのコア径が 47.5 μm で，

開口数が 0.185 であると仮定して，最悪ケースの不一致を使用した。計算された不確かさは，基準プラグ

及び供試品プラグの光ファイバコア間のずれにも依存する。図 A.1 参照。 

 

図 A.1－軸ずれ量，開口数及びコア径の不一致によって生じる等級 Rm1 基準接続による挿入損失測定不

確かさへの影響 

挿
入

損
失

（
㏈

 ）
 

軸ずれ量（μm ） 
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赤線は，最悪ケースである最小コア径及び開口数（47.5 μm 及び 0.185）の供試品プラグにおける挿入

損失を，6 000 個の等級 Rm1 基準コネクタにかん合させたときのモンテカルロシミュレーション（MCS）に

よって計算した平均値である。 

青線は，公称コア径及び開口数（50 μm 及び 0.200）の供試品プラグの挿入損失を，6 000 個の等級 Rm1

基準コネクタにかん合させたときの MCS によって計算した平均値である。 

赤及び青のバーは，異なる軸ずれでの計算値の範囲を示している。黒のバーは，計算された変動の 95 %
を占めており，不確かさの範囲を表している。 

公称コア径及び開口数をもつ光ファイバの供試品プラグについて計算した挿入損失は，最小のコア径及

び開口数をもつ供試品プラグの場合よりはるかに低い（約 0.5 dB）。計算されたバーも非常に小さくなる。 

基準コネクタと供試品プラグとの間の形状不一致による最悪の場合の変動は 0.17 dB である。 

不確かさ UGeo は，0.17 dB/ 2 = 0.085 dB である。 

A.3 総合不確かさ 

総合不確かさは，マルチモード光ファイバに関する IEC TR 62627-04 の表 A.1 によって計算される。 
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表 A.1－測定条件による不確かさへの影響の評価 

 エラーソース
a),b) 

不確かさ c) 確率分布 d) 除数 d) 標準不確か

さ e) 
感度係数 f) 不確かさの

影響  

i Xi u 
(db) 

u 
(%) 

u(xi) 
(%) 

ci ui(y) 
(%) 

1 uTypeA 0.005 0.12 矩形分布 1.732 1 0.07 √2 0.10 

2 uMMLC 0.08 1.84 矩形分布 1.732 1 1.06 1 1.06 

3 uDispl 0.005 0.12 矩形分布 1.732 1 0.07 √2 0.10 

4 uLin 0.005 0.12 正規分布 1 0.12 1 0.12 

5 uUnif 0.02 0.46 矩形分布 1.732 1 0.27 1 0.27 

6 uPstab 0.01 0.23 右傾 1.732 1 0.13 √2 0.19 

7 umating 0.05 1.16 矩形分布 1.732 1 0.67 1 0.67 

8 UGeo 0.085 1.96 正規分布 2 0.98 1 0.98 

8
2

1
i

i
u u


   

1.63 % 
0.071 dB 

注 a) 表 A.1 によってリスト化されている不確かさの値は，該当する項目に対して，IEC TR 62627-04 の値と

している。マルチモード励振条件による不確かさの値については，IEC 62614 シリーズを参照している。 
注 b) エラーソースの定義は，該当する項目に対して，IEC TR 62627-04:2012 の 4.2 と同様とする。マルチモ

ード励振条件，uMMLC によるエラーの定義は，IEC TR 61282-14:2019 の 5.2.5.3 と同様とする。UGeo は，

A.2.2 で定義されている。エラーは，dB 単位で見積られ，その後の算出のためにパーセントに変換され

ている。 
注 c) 確率分布は，単一測定が，く形（矩形）分布であると推定される。く形（矩形）確率分布の場合，不確

かさを√3 = 1.732 1 で除するのがよい。 
注 d) 不確かさを除数で除算することによって，基準不確かさを求める。 
注 e) 感度係数は，IEC TR 62627-04:2012 の 4.2，式(2)及び IEC TR 61282-14:2019 の表 5 から直接得られる。 
注 f) 値は，安全側の結果を得るために，切り上げられる。 

したがって，95 %信頼水準（k = 2）での拡張不確かさは，U = 2 u = 0.142 dB である。 
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附属書 B 
(参考)  

 
性能等級 Rm 基準コネクタに対する等級 Bm コネクタ試験限界 

B.1 一般事項 

附属書 B には，等級 Rm 基準コネクタに対する等級 Bm コネクタの試験限界に関する情報を記載してい

る。基準コネクタの使用は規定ではないが，品質適合などに基準コネクタが使用される場合には，表 B.1
に指定された最大挿入損失限界は規定となる。 

B.2 試験限界 

この規格で詳細に記載している直角及び斜め研磨基準接続における光ファイバ間相互接続の性能等級を

表 B.1 に示す。 

挿入損失の測定は，JIS C 61300-3-4（挿入法 B）に準拠している。 

 
表 B.1－850 nm における性能等級の試験限界 

単位 dB 

基準接続用挿入損失等級 挿入損失 

基準コネクタどうしの接続 

挿入損失試験限界 

等級 Rm 基準コネクタと等級 Bm コ

ネクタとの接続(チャネルごと) 

Rm1 0.10 以下  0.4 以下  

Rm12 0.15 以下  0.45 以下  

Rm16 0.15 以下  0.45 以下  

Rm16A 0.15 以下  0.45 以下  

Rm24 0.15 以下  0.45 以下  

Rm32 a） 0.15 以下  0.45 以下  

注記 基準コネクタどうしの指定値は，表 1 参照。 
注 a) 対応国際規格では，” Rm36”と記載しているが，明らかな誤記であるため， “Rm32”とした。 
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